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一

第

3
固
定
例
会
は

9
月
9
日
か
5
9月
白
固
ま
で
の
市
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
包
年
度
一
般
会
計
決
算
を
含
む
市
議

案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

--、、~旬、

地方譲与税 (1.22%)
1億 1.282万円

歳入(財源)

各種交付金 (3.90%)
3億 6.085万円

使用料ほか (3.06%)
2~曹 8.322万円

歳出(使いみち)

町民一人あたり

約27万円

特別会計を含めると

約39万円
使いました

H23.3月末現在

人口32，698人

議会費 (1.27%)
1億 1.236万円

商工費 (1.22%)
1億717万円

公債費 (5.06%)

鋸 の寧( 4億4.567

衛生費 (7
6億6

農林水産費 (2.96%)
2億6.080万円

消防費 (4.26%)
3億フ.571万円

防
掃

予
清
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全
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増
保
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康
境

〈

/
恰
凋
¥

まちの貯金(基金)まちの借金(地方債)

総額55億3，605万円

町民一人あたり

約 16.9万円

総額57億 124万円

町民一人あたり

約 17.4万円



驚聞禽願
平成22年度岡垣町各会計決算概要 (単位:円)

収入額 支出額 差引額

一 般 dZ』玄 計 9，246，1 14，555 8，815，776，788 430，337，767 

国民健康保険会計 3，726，529，718 3，583，742，774 142，786，944 

老人保健会計 1，709，565 1，709，565 。
後期高齢者医療保険会計 452，926，524 446，580，865 6，345，659 

住宅新築資金等貸付会計 2，154，031 1，086，382 1，067，649 

水道事業会計 509，31 4，203 484，1 64，809 公営企業会計のため表

下水道事業会計 778.4 1 8，548 71 8，052，987 771できません

財政健全化判断比率

早期健全化 財政再生
指 標 H22年度

基 準 基 準
説 明

実質赤字比率 14.42 20.0 財政は黒字なので、数値なし

連結実質赤字比率 19.42 35.0 財政は黒字芯ので、数値なし

町の収入に対する借金(地方債)

実質公債費比率 5.8 25.0 35.0 返済の割合。 18%を越すと借金

が許可制になる

将来負担比率 0.7 350.0 基準なし
町が将来返済しなければいけない

負債の割合

審査意見書より

昨年につづき財政調整基金からの繰り入れを行わずに収支の均衡が図られた。一方で、地方交付税をはじ

めとする依存財源の収入状況により収支が大きく左右される状況にあるため、自主財源の確保を図るととも

に、経常的経費のさらなる圧縮を進める必要がある。

決算議会審議状況

議員より下記のこと等の質疑を行いました。

.司.... 
-文書管理(公共施設設計図書)のあり方-

.区長事務委託業務の増加とその対策

-税の滞納処分のあり方

-町有財産(町有林)の有効活用

.基金の有価証券管理

.芦屋競艇収入財源の活用

.事故繰越の事業の活用

-避難場所老朽化に伴う建替計画

.岡垣交番の移設計画

.人材育成事業の成果と課題

-中心市街地活性化基本計画のその後の動向

.プレミアム商品券

・国際交流事業

国1.ヨ邑

・学童保育

-届出保育所の状況

.老人憩の家の運営状況と今後の運営

.短期医療証の交付のあり方

-国民健康保険財政の見通し

.健康増進計画の推進

-上水道の水源確保

.老朽管の改修と有収率

-給水区域の拡大と未給水区域対策

.旧金比羅山配水池の処分の考え方

.公共下水道の水洗化率

-下水道財源の地方債の償還ピーク時と償還額

.汚水処理構想の見直しの内容

-今後の下水道整備計画区域



煎定例会概要

平
成
お
年
度
補
正
予
算
(
第
2
号
)

一
般
会
計
補
正
予
算

8
7
1
2
万
8
千
円
を
増
額

総
額
鉛
億
4
2
1
2
万
8
千
円
に

主
な
使
い
み
ち

O
災
害
時
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

5
0
3
万
円

O
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

(
す
ぱ
l
く
岡
垣
施
設
改
修
)5

0
0
万
円

O
農
業
用
水
路
等
改
良
工
事
費

1
2
9
8
万
円

。
商
工
会
補
助
金
(
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
)

7
0
0
万
円

O
道
路
維
持

・道
路
改
良
費

1
5
8
4
万
円

。
消
防
団
員
等
公
務
災
害
保
障
組
合
負
担
金

2
5
5
万
円

。
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
施
設
整
備
工
事

1
5
5
万
円

条

例

の

改

正

O
岡
垣
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
岡
垣
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
岡
垣
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人

事

O
岡
垣
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

岩
崎
喜
久
子
さ
ん
(
東
松
原
)

O
岡
垣
町
教
育
委
員
会
委
員

森
田
英
明
さ
ん
(
公
園
通
り
西
)

幸E

昌ニ
Eコ

O
財
団
法
人
岡
垣
サ
ン
リ
!
ア
イ
管
理
公
社

決
算
報
告

。
専
決
処
分
の
報
告

全

協

議

会

員

O
岡
垣
町
小
型
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

(目
的
)

現
行
の
制
度
で
は
、
下
水
道
を
接
続
す
る
と

き
と
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
の
個
別
負
担

に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
そ
の

格
差
を
是
正
し
、
浄
化
槽
設
置
の
拡
大
を
図
る
。

O
岡
垣
町
に
お
け
る
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に

関
す
る
協
定
の
締
結

(目
的
)

国
土
交
通
省
所
管
施
設
に
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
の

応
援
に
関
す
る
内
容
等
を
定
め
、
も
っ
て
被
害

の
拡
大
を
防
ぎ
、
及
び
二
次
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
。



薦制問
議案ほか決畿について

議員の賛成0・反対・-除斥除・退席退・欠席欠

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

横山 西 太 西
安部 下j路11 

平山 村中 広渡 神崎 市津
内 官げで官 採決日 野 田 田

結果
美千代貴

フ£VノEロ¥ 
陽 弘彦 伸好

輝 『=E±ヨ~ 

広海
子 3畠子 勲 弘 男 日百

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 9月9日 同意 。。。。。。。。。。。。

岡垣町税条例等の一部を改正する条例 9月26日 賛成多数可決。。。。。。。• 。。。。
岡垣町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す

9月26日 可決 。。。。。。。。。。。。
る条例

岡垣町下水道条例の一部を改正する条例 9月26日 可決 。。。。。。。。。。。。

平成23年度岡垣町一般会計補正予算(第2号) 9月26日 可決 。。。。。。。。。。。。

平成22年度岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 9月26日 賛成多数認定。。。。• 。。• 。。。。
平成22年度 岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳

9月26日 認定 。。。。。。。。。。。。
出決算認定について

平成22年度 岡垣町老人保健事業特別会計歳入歳出決
9月26日 認定 。。。。。。。。。。。。

算認定について

平成22年度 岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について
9月26日 賛成多数認定。。。。。。。• 。。。。

平成22年度 岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計
9月26日 圭田刃由A中ζ;ー

。。。。。。。。。。。。
歳入歳出決算認定について

平成22年度岡垣町水道事業会計決算認定について 9月26日 圭ロ刃11:.'、ム9ζ二二
。。。。。。。。。。。。

平成22年度 岡垣町下水道事業会計決算認定について 9月26日 賛成多数認定。。。。。。。• 。。。。
旧慣による公有財産の用途の廃止について 9月26日 可決 。。。。。。。。。。。。

岡垣町教育委員会委員の任命について 9月26日 同意 。。。。。。。。。。。。

和解及び損害賠償額の決定について 9月26日 可決 。。。。。。。。。。。。
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自問討

岡垣町税条例等の一部を
改正する条例

弘

平
山

重

上
場
株
式
等
の
配
当
と
譲
渡
所

得
に
対
す
る
軽
減
税
率
の

2
年
間

延
長
は
、
法
人
税
5
%減
税
と
合

わ
せ
て
、
高
額
所
得
者
向
け
の
優

遇
税
制
で
あ
り
反
対
で
あ
る
。

政
府
の
「
復
興
増
税
案
」
で
も

法
人
税
の

5
%
減
税
は
そ
の
ま
ま

で
、
そ
の
一
部
を
増
税
す
る
と
い

う
中
身
で
、
実
質

2
%
減
税
で
、

3
年
経
っ
た
ら

5
%減
税
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

一
方
所
得
税
は
臨
時
と
い
い
な

が
ら
5
年
か
ら
叩
年
間
の
増
税
計

画
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大

企
業
は

l
円
の
負
担
増
も
な
く
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者
に
増

税
を
求
め
る
の
は
逆
さ
ま
な
税
制

で
あ
る
。
負
担
を
分
か
ち
合
う
と

い
う
な
ら
、
大
企
業
、
大
資
産
家

の
応
分
の
負
担
が
求
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

資
下
川
路

勲

議
員

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
身
近

な
寄
付
は
、
寄
進
や
お
布
施
な
ど

と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は

公
共
、
公
益
団
体
を
支
援
す
る
た

め
、
寄
付
金
控
除
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
条
例
の

改
正
は
、
本
制
度
を
幅
広
く
充
実

さ
せ
非
営
利
法
人
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
諸
外
国
で
は
、
寄
付
金
制

度
は
幅
広
く
浸
透
し
て
お
り
、
こ

の
文
化
に
近
づ
く
た
め
に
控
除
額

を
変
更
し
、
よ
り
多
く
の
公
益
・

公
共
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
寄
付
金
制
度
の
拡
充
を
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
主

旨
に
賛
成
す
る
。

広
渡

輝
男

議
員

岡
垣
町
税
条
例
の
改
正
は
、
現

下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用

情
勢
に
呼
応
し
て
税
制
の
整
備
を

図
る
た
め
の
地
方
税
法
等
の
改
正

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
改
正
目
的

は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
「
N
P
O法
人
」
を
支
援
す
る

た
め
、
寄
付
金
控
除
額
を

5
千
円

か
ら

2
千
円
に
引
き
下
げ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
免
税
対
象
所
得

の
見
直
し
と
適
用
期
限
の
延
長
、

特
定
の
所
得
の
軽
減
税
率
の
延
長

な
ど
は
、
町
民
の
税
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ

る
。
一
方
で
は
、
地
方
税
な
ど
の

罰
則
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
。
本

制
度
の
改
正
は
町
民
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
た
め
、
き
め
細
や
か

な
説
明
責
任
を
果
さ
れ
る
事
を
求

め
る
。

... ~ 

ホーJレインワン!?

喝句司-

マル・マル・モリ・モリ P



平成22年度岡垣町一般会計
歳入歳出決算認定について

西
国

陽
子

費

輸

景
気
が
回
復
す
る
兆
し
が
な
い

ま
ま
、
辺
年
度
も
町
税
は

6
6
0

0
万
円
の
減
収
で
あ
る
。
が
、
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し、

6
億

2
千
万
円
の
臨
時
財
政

対
策
債
は
借
金
で
あ
る
。
具
体
的

な
事
業
は
評
価
す
べ
き
点
も
多
々

あ
る
。
し
か
し
、
成
果
報
告
書
は

自
画
自
賛
の
部
分
が
多
く
、
第
三

者
を
入
れ
て
も
っ
と
客
観
的
に
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
岡

垣
町
の
財
政
状
況
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
な
。
町
の
家
計
簿
。
と
も

言
う
べ
き
情
報
を
早
急
に
提
供
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
多
く

の
意
見
や
知
恵
が
集
ま
り
、
住

民
参
画
で
よ
り
よ
い
評
価
が
で
き

る
。
被
災
地
の
職
員
に
学
び
、
岡

垣
町
の
職
員
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
ス
キ
ル
の
向
上
を
期
待
す

る。

耐被

平
山

弘
議
員

黒
字
決
算
の
中
か
ら
昨
年
の
5

千
万
円
に
引
き
続
き
、
-
億
3
千

万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入

れ
た
。黒

字
決
算
は
一
面
い
い
こ
と
で

あ
る
が
、
町
の
「
構
造
改
革
、
選

択
と
集
中
」
と
い
う
、
民
間
企
業

の
経
営
戦
略
の
手
法
に
よ
る
調
整

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

町
の
雇
用
対
策
、
学
校
耐
震
化

事
業
、
子
育
て
支
援
な
ど
は
評
価

す
る
が
、
住
民
要
求
や
要
望
が
一

定
、
抑
制
・
押
さ
え
込
ま
れ
て
、

負
担
が
増
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
老
人
憩
い
の
家
の
利

用
者
は
入
浴
料
が

1
0
0
円
に

な
っ
て
激
減
し
て
い
る
。
設
置
目

的
の
老
人
福
祉
の
向
上
か
ら
し
て

本
末
転
倒
で
あ
る
。

季ぎ

鼠

太
田

~I 
議
員

景
気
の
低
迷
が
続
く
中
、
自
主

財
源
で
あ
る
町
税
な
ど
も
年
々
減

少
し
、
依
存
財
源
で
あ
る
交
付
税

な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
、

宮
内
町
長
の
施
政
方
針
で
あ
っ
た

「
元
気
な
ま
ち
岡
垣
」
を
実
施
す
る

た
め
に
き
め
細
か
な
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

実
質
収
支
3
億
6
千
万
円
の
中

か
ら
1
億

3
千
万
円
の
基
金
繰
入

れ
も
出
来
た
。

特
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
事
務

事
業
や
施
設
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
聞
く
た
め
「
外
部
評

価
」
の
実
施
で
す
。
い
ろ
ん
な
部

門
、
い
ろ
ん
な
課
で
そ
の
責
任
者

を
始
め
職
員
の
意
識
改
革
が
生
れ

つ
つ
あ
る
。
ま
た
町
民
も
町
の
い

ろ
ん
な
事
業
に
目
を
向
け
だ
し
た
。

今
後
も
変
化
に
対
応
出
来
る
意
識

改
革
の
進
展
が
期
待
出
来
る
。

元気ハツラツ岡垣つ子

下
川
路

勲

議
員

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
自
主
財
源
比
率
は

4
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
幻
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
他
の
類

似
団
体
と
比
較
し
て
も
、
安
定
財

政
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
収
支
3

億
6
千
万
円
の
黒
字
決
算
を
評
価

し
、
賛
成
と
す
る
。



破一般質問

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大
切
に

町
長

次
世
代
ヘ
良
好
な
状
態
で
引
き
継
ぐ

宣昭議員神崎

O
岡
垣
町
の
自
然
保
護
・
保
全
計

画
に
つ
い
て

清
ら
か
な
美
味
し
い
水
と

掛
け
替
え
の
な
い
、
古
里
岡
垣
の

素
晴
ら
し
い
大
自
然
を
、
き
ち
ん

と
後
世
に
譲
り
渡
し
て
ゆ
く
こ
と

が
、
現
代
を
生
き
る
私
達
の
責
務

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
の
自
然
保
護
、
荒
廃
林

の
整
備
と
、
森
林
の
有
効
活
用
の

方
策
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

維
持
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
は
、

第

5
次
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
次

世
代
へ
良
好
な
状
態
で
引
き
継
ぐ

為
に
、
住
民
の
理
解
を
深
め
、
荒

廃
等
を
防
ぎ
守
る
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

閉
国

自
然
環
境
の
維
持
・
保
全

を
重
点
プ
口
ジ
ヱ
ク
卜
と
し
て
位

置
づ
け
し
て
い
る
割
り
に
は
、
予

算
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

お
年
度
予
算
の
自
然
環
境
保
全
に

は、

2
4
4
0
万
円
で
、
一
般
会

計
予
算
の

0
・
m
%し
か
組
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
、
こ
の
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
、
考
え
て
い
ま
す
か
。

自
然
環
境
保
護
の
予
算

は
、
森
林
だ
け
で
な
く
、
生
活
排

水
を
処
理
す
る
下
水
道
、
ご
み
処

理
関
係
等
、
多
額
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

O
文
化
財
資
料
の
保
存
と
展
示
施

設
の
整
備
に
つ
い
て

開
園

文
化
財
資
料
の
保
存
等
は

現
在
ど
の
よ
う
に
さ
れ
、
ま
た
展

信長逝凪.. ¥1tI 

示
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

第

5
次
総
合
計
画
で
は
、

「
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
の
保
全
・

伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組

み
と
し
て
、
文
化
財
の
保
存
及
び

展
示
施
設
の
整
備
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
分
散
保
存
し
て
き
た
文
化
財

の
集
約
化
や
効
果
的
・
効
率
的
な

維
持
管
理
、
町
民
が
気
軽
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
展
示
の
あ
り
方

な
ど
を
十
分
に
検
証
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
、
つ
く
り
と
は

田I
長

防
災
訓
練
な
ど
を
継
続
的
に
取
り
組
む

勲議員下川路

大原神社の大銀杏

回
問
国

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
方
策
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
今
後
の
防
災
対
策
に
活
か

し
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
高

揚
に
向
け
た
防
災
訓
練
な
ど
を
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
間
国

自
主
防
災
組
織
の
現
状

は
い
か
が
で
す
か
。

町
内
の
自
治
区
日
区
中
、

お
区
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
間
盟

組
織
化
に
当
た
っ
て
、

担
当
課
の
職
員
が
各
自
治
区
へ
説

明
に
回
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

推
進
を
図
る
為
に
も
、
私
達
議
員

も
同
行
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

特
に
議
員
の
役
割
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
力
強
い
応

援
の
言
葉
だ
と
感
謝
し
ま
す
。

問
問
闇

緊
急
防
災
無
線
が
全
町

的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の

区
の
放
送
と
混
乱
し
て
聞
き
辛
い

ケ
ー
ス
や
、
全
く
聞
こ
え
な
い
地

域
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

ら
の
改
善
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
。他

の
地
域
の
声
と
重
な
っ

て
聞
き
辛
い
所
が
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
お
り
、
言
葉
を
短
く
切
っ

みんなで防犯・防災

て
放
送
す
る
な
ど
工
夫
は
し
て
い

ま
す
。
聞
こ
え
な
い
地
域
の
改
善

を
含
め
て
調
査
を
行
う
予
定
で

す
。

国
間
闇

避
難
場
所
と
、
そ
の
表

示
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
内
の
避
難
場
所
は
、
現

在

U
カ
所
設
け
て
い
ま
す
。
夜
間

で
も
見
え
る
よ
う
に
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
避
難
場
所
表
示
板
の
設

置
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

岡

国

大
震
災
を
機
会
に
、
町

民
の
皆
横
の
防
災
意
識
を
高
め
る

と
共
に
、
効
果
的
に
防
災
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

ゲ
ー
ム
形
式
で

φ

防
災
力
ψ

に
取

り
組
む
運
動
会
を
計
画
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

回
国

要
望
が
あ
れ
ば
、
安
全
面

を
考
え
て
、
実
施
を
検
討
す
る
必

要
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。



一般質う町政をぷ兼

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
の
拡
大
を

田I
長

入
院
時
の
自
己
負
担
無
料
化
を

中
学
3
年
生
ま
で
拡
大

貴子議員横山

閉
幽

現
行
の
岡
垣
町
に
お
け
る

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
は
、
入

院
、
通
院
と
も
に
、
小
学
校
就

学
前
ま
で
自
己
負
担
な
し
と
な
っ

て
お
り
、
保
護
者
の
方
よ
り
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
病
気
、
怪
我

は
突
然
お
こ
る
も
の
で
す
。
経
済

面
で
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
病
院

に
連
れ
て
行
け
る
環
境
は
、
子
育

て
家
庭
に
と
て
も
大
き
な
安
心
で

す
。
現
行
の
制
度
を
小
学
校
6
年

生
ま
で
拡
充
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

私
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
制
度

は
、
国
の
責
任
で
制
度
設
計
さ

れ
、
全
国
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

初
年
度
に
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
に
、
就
学
前
ま
で
医
療
費
を
無

料
化
す
る
よ
う
岡
垣
町
独
自
で
制

度
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
制
度
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
厳
し
い
財
政

状
況
で
す
が
、
来
年

4
月
よ
り
、

個
人
負
担
が
高
額
と
な
る
入
院
時

の
自
己
負
担
に
つ
い
て
、
中
学
3

年
生
ま
で
拡
大
し
、
無
料
化
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

O
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

開
聞

現
在
、
公
園
に
設
置
し
て

あ
る
和
式
ト
イ
レ
に
、
「
誰
も
が

使
い
や
す
く
て
安
全
に
」
を
、
考

え
る
と
き
補
助
手
す
り
を
設
置
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
国

高
齢
者
な
ど
の
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ん
が
使
い
や
す
い
環
境
に

な
る
よ
う
、
手
す
り
の
設
置
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
空
き
家
対
策
か
ら
安
全
で
便
利

な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

・
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ

い
て

駅
南
開
発
と
道
路
事
業
の
効
果
は

田I
長

駅
南
側
の
開
発
を
促
進
す
る

輝男 議員広渡

ずっと仲良し

困
幽

第

5
次
総
合
計
画
に
J

R

海
老
津
駅
南
の
開
発
を
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
経
済
不

況
や
急
激
な
円
高
、

3
月
刊
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

財
源
の
確
保
な
ど
、
社
会
情
勢
や

経
済
背
景
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
J

R
海
老
津
駅
南

側
開
発
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

J
R
海
老
津
駅
南
側
開
発

を
実
現
し
て
い
く
手
法
の
一
つ
と

し
て
、
駅
南
か
ら
海
老
津
駅
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
「
海
老
津
白
谷

線
」
等
の
整
備
を
最
優
先
す
る
こ

と
が
、
駅
南
側
の
宅
地
開
発
等
の

早
期
実
現
化
に
繋
げ
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

海
老
津
白
谷
線
(
駅
南
側

広
場
を
含
む
)
の
道
路
事
業
は
、

岡
垣
町
の
公
共
事
業
で
過
去
最
大

の
住
宅
市
戸
の
移
転
を
伴
-
つ
大
規

模
事
業
で
、
全
体
事
業
費
引
憶

5

千
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
費
用
対
効
果
を
ど
の

よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
か
お
尋

ね
し
ま
す
。駅

南
側
の
道
路
等
の
整
備

に
よ
る
緊
急
車
両
の
迅
速
化
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
、
南
北
ア
ク
セ
ス

町の玄関口JR海老津駅

の
確
保
、
ま
た
駅
南
の
開
発
促
進

な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

困
幽

海
老
津
白
谷
線
の
平
成
幻

年
度
予
算
と
社
会
資
本
整
備
交
付

金
の
動
向
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

回
国

当
初
は
社
会
資
本
整
備
交

付
金

l
億
7
6
0
0
万
円
を
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
厳
し
い

状
況
の
中
、
削
減
さ
れ

9
5
0
0

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
国

国
の
財
政
見
通
し
が
厳
し

い
中
、
海
老
津
白
《
回
線
の
全
体
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

合
M

。

社
会
資
本
整
備
交
付
金
を

国
に
要
望
し
な
が
ら
、
当
初
の
計

画
ど
お
り
に
平
成
幻
年
度
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
拡
充
と

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
求
め
ま
し
た
。



常一般質 問町肢を問う

小
学
6
年
生
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を

無
料
化
に
出
来
な
い
か

回I
長

入
院
時
の
医
療
費
を
中
学
3
年
生
ま
で

無
料
化
に
す
る

弘議員平山

岡
田

子
ど
も
を
育
て
る
親
に

と
っ
て
、
一
番
の
心
配
は
子
ど
も

の
病
気
で
す
。
内
閣
府
の
調
査
で

は、

7
割
の
女
性
が
「
重
要
と
考

え
る
子
育
て
支
援
策
」
と
し
て
「
経

済
的
支
援
」
を
あ
げ
、
「
望
ま
し
い

支
援
内
容
」
の
ト
ッ
プ
に
「
医
療

費
の
無
料
化
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

小
学
6
年
生
ま
で
子
ど
も
の
医

療
費
を
無
料
化
に
出
来
な
い
か
。

回
国

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

成
長
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
個

人
負
担
が
高
額
と
な
る
入
院
時
の

自
己
負
担
に
つ
い
て
、
対
象
年
齢

を
現
行
の
就
学
前
か
ら
、
義
務
教

育
期
間
の
中
学
3
年
生
ま
で
に
拡

大
し
、
来
年
4
月
か
ら
無
料
化
し

て
い
く
予
定
で
す
。

国
聞

学
校
は
児
童
・
生
徒
が
知
・

徳
・
体
を
学
び
人
格
を
形
成
す
る

大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

安
全
、
安
心
の
も
と
で
の
教
育

施
設
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
施
設
で

も
あ
り
ま
す
。

平
成
剖
年
度
以
降
の
耐
震
化
計

画
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

回
国

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
耐

震
診
断
は
前
倒
し
で
行
う
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、
平
成

M
年
度
に

未
実
施
の
校
舎
と
体
育
館
に
つ
い

て
は
す
べ
て
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
す
。診

断
結
果
で
優
先
順
位
を
つ
け

て
、
幻
年
度
ま
で
に
で
き
る
だ
け

早
く
、
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
内
浦
小
学
校
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
雨
漏
り
の
件
も
あ

り
、
耐
震
診
断
等
が
さ
ら
に
早
く

実
施
で
き
な
い
か
を
現
在
調
整
し

て
い
ま
す
。

防
災
に
女
性
の
参
画
を

田I
長

女
性
の
意
見
を
活
か
し
ま
す

陽子議員西田

健やかに大きくなあ~れ

岡
田

災
害
時
の
住
民
の
危
機
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
地
域
の
危

険
箇
所
を
住
民
が
歩
い
て
把
握
し

手
作
り
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

回
国

災
害
等
に
つ
い
て
、
居
住

し
て
い
る
地
域
の
状
況
を
知
る
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

間
固

5
0
0
万
円
の
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
の
取
り

組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

回
国

民
生
委
員
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
も
と
に
対
象
者
の
絞
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
団

東
日
本
の
避
難
所
で
、
女

性
が
着
替
え
や
ト
イ
レ
や
授
乳
に

も
苦
労
し
、

D
V
等
も
報
告
さ
れ

て
お
り
、
南
三
陸
町
の
女
性
の
副

区
長
さ
ん
の
働
き
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
岡
垣
町
の
防
災
会
議
委

員
団
人
中
女
性
は
ゼ
口
で
す
。
女

性
を
登
用
す
る
考
え
は
。

回
国

様
々
な
面
で
女
性
の
参
画

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
組
織
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ
り
、
男

女
を
問
わ
ず
そ
の
組
織
の
目
的
に

地域の「紳」防災訓練

沿
う
人
材
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

悶
固

障
害
福
祉
計
画
の
見
直
し

が
な
き
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
が
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報

提
供
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
は
。

回
国

そ
の
都
度
丁
寧
に
説
明
し

て
お
り
、
毎
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

回
国

当
事
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
相
談
窓
口
の
充
実
等

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
実
働
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

現
在
、
毎
月
の
連
絡
調
整

会
議
や
随
時
の
ケ
l
ス
会
議
を
開

催
し
て
お
り
、
今
回
の
計
画
見

直
し
の
中
で
必
要
性
を
検
討
し
ま

す。



一般質問町取を 問 う煎

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
つ
い
て

田I
長

地
域
や
町
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な

が
5
進
め
て
い
き
ま
す

美千代 議員西

国

ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化

に
向
け
て
の
展
開
方
針
に
つ
い

て
、
町
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

回
国

ご
み
処
理
に
関
す
る
負
担

額
は
年
間
約

3
億

7
千
万
円
で
ご

み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
は
大
き

な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
の
啓
発

活
動
や
、
資
源
物
回
収
補
助
制
度

な
ど
で
、
継
続
し
た
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

国

現
在
廃
油
の
回
収
は
学
期
末

ご
と
に
学
校
で
回
収
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
活
用
方
法
は
?

開
閤
国

給
食
の
廃
油
も
含
め
て

年
間
約

2
3
5
0
t
が
回
収
さ

れ
、
初
%
が
業
者
に
よ
り
イ
ン
ク

等
に
、
残
り
加
%
が
石
け
ん
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
っ
た
石
け
ん
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

国

廃
油
は
燃
え
る
ご
み
に
出
し

て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
学
校

で
の
回
収
に
加
え
、
公
共
の
施
設

に
回
収
B
O
X
を
設
置
し
、
常
時

持
ち
込
め
る
よ
う
に
す
る
と
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

回
国

次
年
度
か
ら
の
設
置
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

O
環
境
啓
発
活
動
に
つ
い
て

固

犬
の
ふ
ん
害
や
ポ
イ
捨
て
な

ど
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
見
回
り
ゃ
美
化
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
苦
情
は
絶
え
ま
せ

ん
。
条
例
の
周
知
と
罰
則
規
定
を

加
え
て
欲
し
い
。

同
国

ふ
ん
害
に
つ
い
て
は
罰
則

規
定
を
加
え
る
よ
り
愛
犬
家
の
、

マ
ナ
l
の
徹
底
が
一
番
で
す
。

一

層
の
啓
発
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

因

子
ど
も
の
時
に
教
わ
っ
た
こ

と
は
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
学
校
で
学
ん
だ
事
は
親
に

も
伝
わ
る
の
で
、
ぜ
ひ
学
校
の
な

か
で
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

開
閏
国

今
後
も
い
ろ
ん
な
場
面

で
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
・
施
設
改
善
は

田I
長

町
の
重
点
施
策
で
あ
り
年
次
計
画
で
実
施

元次議員小野

地域で環境パトロール

国
凶

第
五
次
総
合
計
画
で
は
、

「
小
・
中
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
耐
震
化
、
施
設
改
善
を

進
め
、
安
全
で
快
適
な
学
校
教
育

の
出
来
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
」

と
、
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
耐

震
化
や
施
設
改
善
は
、
ど
の
よ
う

に
計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
?

回
国

安
心
し
て
快
適
に
学
習
が

出
来
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
耐
震
診
断
に
基
づ

き
、
耐
震
化
補
強
工
事
を
行
い
、

ま
た
老
朽
化
等
に
よ
り
改
修
が
必

要
な
施
設
や
備
品
等
に
つ
い
て

も
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成

M
年

度
は
、
岡
垣
東
中
の
校
舎
、
吉
木

小
・
戸
切
小
・
山
田
小
・
岡
垣
中

の
各
体
育
館
の
耐
震
診
断
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
浦
小
体

育
館
は
、
耐
震
診
断
及
び
屋
根
改

善
の
実
施
が
出
来
る
よ
う
調
整
を

行
い
ま
す
。

四
凶

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の

対
応
策
は
?

回
国

学
校
施
設
の
耐
周
年
数

は
、
国
の
基
準
で
印
年
と
な
っ
て

戸切小耐震化工事

，一

い
ま
す
。
学
校
施
設
は
児
童
生
徒

が
学
習
等
で
一
日
を
過
ご
す
場
で

あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
朽
化
施

設
の
対
策
は
、
学
校
施
設
を
含
め

た
町
内
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
の
中
で
、
具
体
的
な
考

え
方
や
方
向
性
を
出
し
ま
す
。

四
凶

大
規
模
改
善
や
施
設
備
品

改
修
を
年
次
的
な
ロ
ー
リ
ン
グ
計

画
で
実
施
す
る
の
か
?

問
自
国

小
・
中
学
校
の
耐
震
化

事
業
は
、
町
の
重
点
施
策
で
あ

り
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
岡
垣
中

の
校
舎
屋
上
防
水
工
事
と
廊
下
床

張
替
え
工
事
、
吉
木
小
の
耐
震
補

強
工
事
と
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
改

修
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。



す防
観察報告
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日蚕
埼 厚
玉 去
県

芳t
町

み
ず
ほ

東
京
都
瑞
穂
町

ト

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
「
住

民
懇
談
会
の
運
営
」
「
議
会
基
本

条
例
に
つ
い
て
」
を
テ
l
マ
に
、

議
長
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
の

計
7
名
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
叩
月
8
目、

9
日
に
開
催
し

た
「
議
会
住
民
懇
談
会
」
で
は
さ
っ

そ
く
、
こ
の
視
察
研
修
で
得
た
も

の
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岡
垣
町
議
会
は
、
今
後
も
、

町
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
な
議
会

を
目
指
し
遁
進
し
て
い
き
ま
す
。

委員会視察研修レポー

• • • • • • 
“
町
民
の
皆
様
に
「
み
え
る
議
会
」

“
へ
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る

“
た
め
、
広
報
特
別
委
員
6
名
全
員

• 
日
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
具

日
体
的
に
は
「
議
会
広
報
」
の
編
集

日
目
的
・
方
向
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、

日
「
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
」
の
取
り
組

"
み
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
の
「
議

日
会
だ
よ
り
お
か
が
き
」
紙
面
に

• 
い
お
い
て
、
成
果
を
発
揮
し
て
い
き

“
ま
す
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

8警
月 “
Q 広
T報
目特
困層U
広雪
島 員
県 会
j毎力、一
田平
町

北
広
島
町



す奇襲会活輔告

議会の動き
(議会、 常任委員会、協議会等)

6月定例会終了後の議会の本会議・常任委員・協議会等について紹介します。

議会広報|議会だよりおかがきの編集

議会広報|議会だよりおかがきの編集

議会広報|議会だよりおかがきの編集

議会広報|議会だよりおかがきの編集

文教厚生|教育問題について(学校視察)

|議長からの諮問について(岡垣町議会住民
議会運宮|

l懇談会について)

研修会|人権研修

文教厚生|教育問題について(学校視察のまとめ)

総務産業|防災対策について

一 白|議長か5の諮問について(住民懇談会・パ
議会運営|

l ソコン持ち込み)

文教厚生|視察先決定・パソコン持ち込み

議会運宮|第3固定例会

本会議|議案上程

議会広報|議会だよりおかがき編集

本会議|一般質問

本会議|一般質問

文教厚生|学校視察・行政視察協議

総務産業|付託案件行政視察協議

全員協議会|小型浄化槽設置補助金・災害応援協定

議会運宮|追加議案

連合審査会|付託議案

連合審査会|付託議案

連合審査会|付託議案

議会運営|追加議案

本会議|議案上程最終日

総務産業|付託議案(現地視察)

議会広報|議会だよりおかがきの編集

議会広報|議会だよりおかがきの編集

議会広報|議会だよりおかがきの編集

全員協議会|岡垣町議会住民懇談会について

懇談会|岡垣町議会住民懇談会(西部公民館)

懇談会|岡垣町議会住民懇談会(中央・東部公民館)

総務産業常任委員会

9/26町道元松原源十郎線歩道の現地視察

文教厚生常任委員会

9パ4告小学校耐震化の視察(海老津小

体育館工事)



開倣議

議会住民懇談会の報告

4年目となった議会住民懇談会、今年は3会場を13名の全議員で企画・運営を行いました。第1部では9月定

例会の内容の報告と質疑応答、第2部では町政全般について意見交換を行いました。 10月8日・ 9日の2日間で

126名の方にご来場いただき、まちづくりにかかわる貴重なご意見やご指摘をいただき誠にありがとうございま

した。議会並びに町政に関するご意見・ご要望等については、真撃に受止め、岡垣間議会として積極的に行動し

てまいります。

10月9日13:30-

第2会場:中央公民館

0主な意見 ・要望

・町民の健康増進を促進するため公民館の使用

料の軽減

-高齢化に伴う医療費の動向予測

-町の歴史資料館の必要性(歴史に学ぶ)

.駅南開発と海老津・白谷線の促進

10月8日18:30-

第1会場:西部公民館

0主な意見・ 要望

・財源確保並びに発展性から企業誘致推進 l 

.西部地区の再開発の促進

-西部地域の発展へ向けた取り組みの推進

.町の文化遺産の保存と管理施設の充実



嫌関輪

10月9日18:30-

第3会場:東部公民館

0主な意見 ・要望

・文化財・歴史資料の保存施設の確保

.大原神社の銀杏の木の保存

-国の厳しい財政状況と岡垣町に及ぼす財

政動向について

-下水道の今後の整備計画について

.いこいの里の浴場施設存続について

アンケートの結果報告

参加していただいた126名の内94名の方からアンケー卜の回答をいただきました。アンケート結

果の主な内容をご紹介するとともに、今後の住民懇談会のあり方や議会活動の参考にさせていただき

ます。ご協力ありがとうございました。

その他 9%

議会毎 2%

3固 1%

無回答 7%

2固
37% 

1回
44% 

開催しないで良い

4%  

無回答 10%

開催して欲しい

86% 

『、

開催回数に合わせて開催場所をお尋ねしたと
ころ、無回答を除き約90%の方が西部・中央・
東部公民館との回答でした。

開催についてお尋ねすると、無回答を除いて
も86%の方が、住民懇談会の開催を積極的に求
められています。

助容l

無回答 31%

分かりにくかった

22% 

分かりやすかった

47% 

議会報告などの内容については、 47%の方が
分かりやすかったという反面、 22%の方が分か
りにくかったというご、意見で、した。またその意
見の中では、説明資料や内容によるもののほ
か、説明のあり方などの指摘がありました。

開催{Ð~~:意1毘|

⑥5% ⑥2% 

⑧ 12% 

⑬21% 

⑥31% 

⑧ 議会議員を身近に感じる
⑮掴議員と住民との意見交換の場が重要
⑥ 議会の活動状況や考え方、姿勢が分かる
⑮ 町の近況・現況が分かる
⑧・議会広報より分かりやすい
⑥ 議員一人一人の取り組みの姿勢が見える

、



ぷ驚

10月16日(日)、「第20回まつり岡垣jが開催されま

した。当日は、「第四回ふくおか県民文化祭オープニン

グイベントJも共催され、町内外から多くの人々が訪

れ、おおいに盛り上がりました。

鴻
司
¥
国
師
団
掛
ゆ

叫
酬
剛
四
国

舗
納
¥
叫
酬
ゆ
同
期
講
哩
」
湖
周
ゆ

畑
~~J~ 

10月8日(土)から 10日(祝)の問、高倉神社「おくんちjが行われ、海

や山の幸の豊鏡を感謝し、祝福しました。期間中は神楽をはじめ、相撲・

弓道 ・剣道大会など様々な催しがあり、訪れた人は伝統のまつりをそれぞ

れ堪能していました。

.会議録検索システムは、議会
本会議記録を議会ホームペー
ジで検索閲覧できるシステム
です。

4砂会議録は議会事務局やサン
リーアイで閲覧できます。
(詳しくは議会事務局まで)

とうを
傍聴席ヘ

次の定例会は

1 2月ア日告。
開会の予定

西

美

千

代

佐
世
保
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
母
が

4
月
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
今

は
リ
ハ
ビ
リ
中
で
あ
る
。
今
後
自
宅

で
暮
ら
す
の
に
は
無
理
が
あ
り
、
故

郷
を
離
れ
た
く
な
い
と
一
事
つ
母
の
願

い
を
叶
え
る
に
は
、
施
設
を
選
択
す

る
し
か
な
い
。

9
月
お
日
号
の
広
報
お
か
が
き
に

岡
垣
町
の
行
政
区
別
高
齢
化
率
一
覧

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
岡
垣
町
全
体

で
は
お
%
だ
が
、
却
%
以
上
と
い
う

地
区
も
あ
る
。

先
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
、
元
気
な

高
齢
者
の
方
た
ち
と
楽
し
む
機
会
が

あ
っ
た
。
生
き
が
い
を
持
っ
て
日
々
生

活
を
す
る
こ
と
が
、
元
気
で
長
生
き

の
秘
訣
だ
と
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
私
も
元
気
の
も
と
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
。

発
行
責
任
者

議

長

曽

宮

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

広

渡

副

委

員

長

西

委

員

横

委

員

西

委

員

中

委

員

神

良輝

男

美
千
代

貴

子

陽

子

好

伸
宣

昭

山崎村田
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∞二
lhHmωω
曲
直
澗
脳
加
盟
圏
国
旦
崎
直
-
叶
田
-
琳
工
岨

↓m「
(Oωω)
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市
》
×
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喜一昨

子ども達が輝けるまちヘ(更生会ふれ愛まつり)


